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クの基本構造として1984年に提唱したものの名称で

ある （2>. しかし，近年で は，他の研究機関もこの名称

を用いており，普通名詞として使われている． その意味

は，狭義のものから広義のものまでいろいろあり，定義

することは難しい． 強いて現在最も普通に使われている

意味を述べると， 「網内にデ ー タベ ー スをもち，その情

報を用いて接続制御を行う通信網」となろう． このよう

に， インテリジェントネットワ ー クといっても，他分野

で いう「インテリジェント」とはかなり異なるが，従来

の単純なネットワ ー クと比べれば，高度なサ ー ビスを提

供するものである．

7. 1. 2 インテリジェントネットワ ー クの

基本構成

インテリジェントネットワ ー クは，図7. 1しこ示すよ

うに，伝達層と高機能層の2層からなり，両者は制御情

報転送網で結ばれている （ 3), (4) • 伝達層とは，通信情

報そのものを転送交換するための物理的なネットワ ー ク

のことである． これは，通信網全体において最も基本と

なるもので ，通信網の手足に相当する． なお，伝達層の

実体を指すときは，伝達網という． 高機能層は，計算機
＇

やデ ー タベ ー スなどから成っている． これらには，各種

サ ー ビスの処理ソフトウェアや，加入者やネットワ ー ク

の状腿などの情報が蓄えられており，それを用いて，伝

達層を制御してサ ー ビスを実行する． 従って，高機能層

は，通信網の頭脳に相当する． 制御情報転送網は，信号

網ともいい，呼処理の制御信号の転送，および伝達層と

高機能層の間の信号の転送を行うためのネットワ ー クで，

通信網の神経に相当する． インテリジェントネットワ ー

ク導入以前の通信網は，伝達層と制御情報転送網のみで

あったといえる． なお，高機能層内の計算機やデ ー タベ
ー スを結ぶネットワ ー クにも制御情報転送網が使われる
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方向にある． また， 広帯域ISDNの時代には， 制御情

報転送は伝達層で行われる可能性が高く，その場合，制

御情報転送網と伝達層は物理的には同じになる．

インテリジェントネットワ ー クにおいて階層構成をと

る理由は， まず第一に，ネットワ ー クの仮想化ができる

ことである． 呼を接続する際， 実際に接続を行う伝達層

で高度なサ ー ビスの処理まで行うことにすると， サ ー ビ

ス内容がそのノ ー ド（局）で物理的にできることに限定

されたり， 他のノ ー ドとのやりとりで処理が複雑になっ

たりする． それに対し， 実際に接続を行う伝達層と高度

なサ ー ビスの処理を行う高機能層を分け， その間を制御

情報転送網で結ぶことにすると，伝達層の広い範囲にわ

たるサ ー ピスを容易に制御できるようになるので， この

ような問題点を解決することができる．

例えば， フリ ー ダイヤルサ ー ビスで行われているよう

に， 発信者が同じ番号をダイヤルしても， 着信する端末

を発信地域， 時間帯などによって， 自由に変えることが

できる． この場合の番号は，物理的な端末の番号とは異

なるので，論理番号という． それに対し， 従来からの物

理的な端末の番号は， 物理番号という． 論理番号の導入

によって， ネットワ ー クを仮想化して考えることができ

るようになり， さまざまなサ ー ビスを提供可能となる．

第二の理由は， ネットワ ー クの柔軟性が高まることで

ある． 例えば，伝達網に新しいノ ー ドが加わったり，機

能配置が変わったりしても， 高機能層では，わずかな変

更を行うだけでよい． また，サ ー ビスの追加や変更は，

多くの場合， 高機能層内の変更だけでよい． 更に， ネッ

トワ ー ク制御要素の連携動作の指定をカスタマ別に行う

ことができるようになれば， 個々のカスタマが自分に合

ったサ ー ビスを自分で定義し，使用することも可能とな

る．

このようなインテリジェントネットワ ー クの構築にと
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って最大の難関は， 競争原理であるといえる． すなわち，

現在は， 電気通信事業者， 交換機メー カー ，計算機メー

カ ー のいずれも複数あって， 競争を行っている． これら

が自分の営業戦略に従って勝手に開発を行ったのでは，

複数の事業者にまたがるサ ー ビスはもちろんのこと， 一

つの事業者内のサ ー ビスも円滑に実施することはできな

ぃ． 従って， インテリジェントネットワ ー クの構築には，

協調が必須である． インテリジェントネットワ ー クの研

究が多くの時間を要する課題になっている理由は， ここ

にある．

7. 1. 3 インテリジェントネットワ ー クの

サ ー ビス

インテリジェントネットワ ー クでは， 電話会社が用意

するレデイメイドのサ ー ピスのほかに， カスタマが自由

にサ ー ビス仕様を記述し， カスタムメイドのサ ー ビスを

作ることもできる． 表7. 1に， レデイメイドのサ ー ビ

スとして考えうるものを示す． カスタムメイドは， この

表にないような特殊なサ ー ビスを実現する場合に用いら

れることになる． 表7. 1の各サ ー ビスは， 二つ以上を

組み合わせて用いることもありうる． 特に， 課金系の各

サ ー ビスは， 接続系や処理系のほとんどのサ ー ビスと組

み合わせうる．

7. 2 米国のインテリジェントネットワ ー ク

IN/1 

7. 2. 1 IN/1導入の背景

米国におけるインテリジェントネットワ ー クの導入に

は， 複雑な背景がある． 米国では， 通信自由化による新

規参入事業者の出現およびAT&Tの分割により， 電気
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通信事業者間の競争が激化した． そのため， 単なる回線

の提供だけでなく， 高度サ ー ビスを提供し， それによっ

て利用者を確保する必要が生じた． 高度サ ー ビスは， 各

交換機で実現することも可能であるが， 米国では大きな

問題がある． すなわち， 米国の電気通信事業者は， 複数

のメ ー カ ー から複数の機種の交換機を購入しており， ぃ

わゆるマルチベンダの環境になっている． この場合， 各

交換機で高度サ ー ビスを実現するとなると， 機種ごとに

サ ー ビスを開発せねばならない． これでは， 開発期間が

長くなり， 高度サ ー ビスを効率的にかつ迅速に提供する

ことはできなくなる． さらに， 米国では， 交換機のソフ

トウェア開発は， メ ー カ ー 任せになっている． 従って，

各交換機で高度サ ー ビスを実現するとなると， 電気通信

事業者は， サ ー ビスの追加や変更の都度メ ー カ ー に頼ら

ねばならず， メ ー カ ー しこ主導権を取られることになる．

そこで， メ ー カ ー に頼らず， 電気通信事業者自身が高度

サ ー ビスを開発できる方法として考えられたのが， イン

テリジェントネットワ ー クである．

インテリジェントネットワ ー クの最初の提案は， 1 9

84年にベル通信研究所によって行われた． その提案の

ネットワ ー クは， インテリジェントネットワ ー クの先駆

けということでIN/1と呼ばれている． 現在， IN/

1では， 800番サ ー ビス， 第三者課金通話サ ー ビス，

仮想閉域網サ ー ビスなどが行われている．

7. 2. 2 IN/1のア ー キテクチャ

IN/1のア ー キテクチャを回7. 2に示す (1), (2) • 

この図は， IN/1における制御に関するネットワ ー ク

構成を表したものであり， 通信情報を転送する伝達層は

これとは別にある． なお， ア ー キテクチャという語は，

インテリジェントネットワ ー クの分野では， 情報や通信

に関する構成， 方式， 手l順， 技法などあらゆるものを表
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す意味で用いられている． 従って， ア ー キテクチャの意

味は前後の文脈から察しなければならず不便であるが，

ここでは，この分野の慣例に従って， ア ー キテクチャと

いう語を使っている．

サ ー ビス交換ポイント (SSP) は，発生した 呼が要

求するサービスの制御に必要な情報をサ ー ビス制御ポイ

ント (SCP) に要求し，得た 情報を用いて呼の制御を

行う． SSPとSCPの間の信号のやりとりには，共通

線信号網という制御情報転送網が用いられる． 従来の電

話網では，呼の制御に必要な信号は， 通話と同じ線を用

いて，主として通話の前後にやりとりしていた ． そのた

め，やりとりできる情報の量に大きな制約があった ． そ

こで，制御信号を送るために通話網とは別に設けた 網が

共通線信号網である （ 5)
. 共通線信号網では，いろいろ

な通話の制御信号が同じ線で送られるので，共通線とい

う名がついている． 共通線信号網では，バケット通信が

用いられ，双方向に多量の制御情報転送ができる． また，

通話中でも通話に妨害を与えることはない． 信号転送ポ

イント (ST P) は，共通線信号網において，信号の中

継を行うバケット交換機である． 共通線信号網に障害が

生じると，通話網に障害がなくても，通信できなくなる．

従って，共通線信号網には，通話網以上に信頼性が要求

される． そこで，STPは二重に設置され，片方が故障

してももう片方で支障なく動作するようになっている．

信号管理システム (SEAS) は，共通線信号網を管

理するためのシステムである． 例えば，STPが信号を

転送する先を指定したり， また ，サ ー ビス需要の変化に

応じてそれを変更したりする． 更に，STPから送られ

てくる信号トラヒックのデ ー タを集め， ネットワ ー クの

管理や設計に必要な情報を作る機能もある．

SCPは，実時間性をもつデ ー タベ ー スを中心として，

情報処理を行うところである． このデ ー タベースには，
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呼の制御に必要なサー ビス論理に関する情報や加入者情

報などが蓄えられている． SCPもSTPと同様に信頼

性が重要であるので， 二重化されている．

サー ビス管理システム(SMS)は， SCPにあるサ

ービス論理に関する情報などを維持， 更新するためのシ

ステムである． また， カスタマが記述したサー ビス仕様

をSCPが認識できる形に変換することもこのシステム

の役割である．

次に， IN/ 1においてどのようにサー ビスが処理さ

れるかを， 800番サービスを例にとって説明しよう (6)
.

(7). 但し， IN/ 1は， 1984年に行われた提案と

実際のネットワ ー クで異なっているところもかなり あり，

また， 異なる電気通信事業者にまたがる呼の処理は， 事

業者ごとに異なる． そのため， ここでは， 一つの事業者

内の呼に限定し， 資料が公開されていない部分について

は推測を含めて説明しよう． 800番サ ー ビスでは， ヵ

スタマに800に続く7桁の論理番号が与えられる． 前

述のように， この番号は， 端末に与えられた物理番号と

は異なるものである． また， 全国に支店がある会社など

でも， 特に用件により受付を変えたい場合などを除き，

一つの論理番号があればよい．

さて， 発信者が800十論理番号をダイヤルすると，

その発信者が接続されている端局は， 最初の800から

その呼が高度サ ー ビスを要求していることを識別し， S

SPの機能をもつ交換機にその呼を転送する． SSPで

は， 発信者がダイヤルした800番サ ー ビス論理番号，

発信地域識別番号などをSCPへ送り ， 物理的にどこへ

接続すべきかを問い合わせる．

発信者がダイヤルした800番サ ー ビス論理番号は，

そのサ ー ビスのカスタマを示している． SCPでは， そ

のカスタマの端末の物理番号の中から適当なものを選択

する． カスタマは， 発信者の地域や時刻により着信すべ
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き端末を分けている場合もあるので， 選択に当たっては

それらを考慮する． カスタマは， SMSを通して， 着信

端末を発信者の地域や時間帯ごとに振り分ける指示を出

したり，更新することができる．

実際に接続すべき物理番号の情報がSCPからSSP

に送られると， SSPは呼の接続を行う． 通常， 通話が

開始されると， 発信者側の端局で課金が開始されるが，

800番サ ー ビスでは発信者側の端局での課金は行わな

ぃ． その代わり， SCPからSMSに料金が通知され，

カスタマすなわち着信者に課金される．

7. 3 米国の次世代インテリジェントネットワ ー ク

AIN 

7. 3. 1 AIN計画の背景

ベル通信研究所は， IN/1 よりも格段に進んだイン

テリジェントネットワ ー ク IN/2 の構想を作り， 1 9

90年代に IN/1から IN/2 に移行する計画を1 9

87 年に立てた． IN/1 は ， 既存の 800番サ ー ビス

などを吸収するためのインテリジェントネットワ ー クで

あり， まずデータベ ースの集中化を行おうというもので

ある． 従って， サ ー ビスをより高度にしたり， 新しいサ

ービスを追加しようとすると，各々のサ ー ビスに特有の

機能やプロトコルを追加していく必要がある． これでは，

新サ ー ビスの導入に膨大なコストと時間がかかることに

なる． それに対し， IN/2 は， サ ー ビス呼制御の機能

をモジュ ー ル化した機能要素を用意し， その機能要素を

部品としてサ ー ビスを組み立てることにより， さまざま

なサ ー ビスを作り出そうというものである．

ところが， マルチベンダ環境にある米国では， 各メ ー

カ ー の開発力にかなりの差があり， 全部のメ ー カ ーの開

-9-



発が終わるのを待っていると， IN/2 の導入は相当先

になることが分かった． ここでいう各メ ー カ ー とは，交

換機メ ー カ ー 各社と計算機メ ー カ ー 各社のことである．

計算機は，交換機の制御装置としても使われているが，

これは交換機メ ー カ ー の領分となっている． しかし， ィ

ンテリジェントネットワ ー クの高機能層の計算機は， ょ

り高い能力が求められるので，計算機メ ー カ ーも関与す

る方向にある． 米国では，交換機メ ー カ ー と計算機メ ー

カ ー は別であるので，交換機メ ー カ ー の各社と計算機メ
ー カ ー の各社を合わせると，かなりの数になる． このよ

うな状況から，ベル通信研究所は， IN/1 と IN/2

の中間段階の IN/1 ＋の構想を作り，1 9 9 0 年から

1 9 9 2 年ころに IN/1 十を導入し，1 9 9 0 年代中

に IN/2 を導入するというように計画変更を1 9 8 8

年に行った．

しかし，米国のマルチベンダ環境は，交換機や計算機

が複数のメ ー カ ー から購入されるということのみならず，

通信網自体も複数の事業者に分かれているという状況で

あるので， IN/1 ＋を経て IN/2 に移行するという

計画すら悪理があることが分かった． そのため，ベル通

信研究所は，マルチベンダ環墳においていかにしてイン

テリジェントネットワ ー クを構築すべきかという検討を

目的として，MVI (Mul ti -Vender Interactions Forum)

という組織を 1 9 8 9 年 2 月に結成した． これには，交

換機メ ー カ ー 9 社と計算機メ ー カ ー 6 社が参加した． し

かし，MVI しま，メ ー カ ーに主導権を取られることにな

り，各メ ー カ ー の思惑から議論は発散する方向になって

いる． そのような中で，ベル通信研究所は1 9 8 9年に

再度計画変更を行い， IN/ 1 の次に， 1 9 9 0 年から

1 9 9 8 年ころにA I N (Advanced I nte 11 i gent Networ 

k)を導入し，更に， 1 9 9 8 年以降に IN A(lnformati

on Network Architecture)を導人するということを一 応
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の目標とすることにした． ここでは， 次世代のインテリ

ジェントネットワ ー クとして， AINをとりあげ， 説明

しよう．

AINの計画は， 1990年から19 9 3年のAIN

リリ ー ス0, 1993年から19 9 5年のAINリリー

ス1, 1995年から1997年のAINリリ ー ス2の

3段階からなっている． AINリリ ー ス0は， 各地域べ

ル電話会社が現行の網構成の上でインテリジェントネッ

トワ ークを実現しようというものである． 次のAINリ

リ ー ス1は， SCP, SSP, サ ー ビス実行環境の標準

化を行おうというもので， ベル通信研究所が原案を作る

ことになっている． 次のAINリリ ー ス2は， インテリ

ジェントネットワ ー クを電話網からバケット網や広帯域

網にも拡大しようというもので， MVIが検討を行うこ

とになっている． しかし， 前述のようにMVIの活動は

あまりうまくいっておらず， 現在検討作業を停止してい

る．

7. 3. 2 AINのア ー キテクチャ

AINのア ー キテクチャモデルを図7. 3に示す． こ

の図は， 図7. 2と同じく， インテリジェントネットワ
ークにおける制御に関するネットワ ー ク構成を表したも

のであるが， 検討中のものであるので， モデルという名

がついている．

AINの特徴はサ ー ビスの実行にあるが， その説明の

前に， 図7. 3の構成図について説明しよう． AINで

は， SCPが階層化され， 2階層になっている． 上の層

は， 中央に置かれるセントラルSCP (C-SCP)で

ある． 下の層は， 各市内区域（LATA)に置かれる口

ー カルSCP (L-SCP)である． これに対応して，

SMSも各SCPごとに置かれる． このように階層化す

る理由は， 処理能力の向上である． すなわち， 今後高度
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サ ー ビスを要求する呼が大幅に増加し，処理能力の大幅
増が必要になると考えられる． 処理能力向上策はいろい
ろ考えられるが，高度サ ー ビス呼の中には，一 つの市内
区域で閉じており，市外には接続されないというものが

かなりあるので，このような階層化が採用されている．
SCP やSSP の間は，最新の共通線信号方式であるN

o. 7信号方式 (SS 7) で情報が転送される． SCP

とSMSの間は，Jゞケット形態端末とバケット交換網の
間のインタフェー ス条件であるX. 2 5によって情報が

転送される．
インテリジェント端末（I p)は，技術的な問題やあ

まり一 般的でないなどの理由で交換機に装備されない通
信処理の機能を提供するためのものである． 例えば，音
声メ ール，音声 ー コ ー ド情報変換，ファクシミリ ー コ ー

ド情報変換などがあげられる． サ ー ビスノ ー ド (SN)

は， I pとSCP を合わせたようなものである． I pと
SCP の両方にアクセスしなければならないサ ー ビスで
は，サ ー ビスノ ー ドとして両者が一 つにまとまっている

方が便利である． I pおよびSN は， ISDN インタフ
ェ ー スによりSSP に接続される． ISDNインタフェ
ー スを用いているのは，その通信網の事業者以外の者も
I pやSNを提供できるようにする意図からである． す
なわち， ISDNインタフェー スであれば，網の端末と
してI pやSNを設置することができるので，外部から

の提供が容易になる．
アジャンクト (AD J)は，多者通話サ ー ビス（マル

チパ ーティサ ー ビス）などの実時間性の厳しい通信処理
の機能を実現するためのものである． AD Jしま， IEE 

E802. 6 によりSSP に接続される． IEEE80

2. 6 とは，米国電気電子技術者協会 (IEEE) が定
めたMAN (Metropol itan Area Network，一 都市で閉じ
るネットワ ー ク）の規格である． アジャンクトとしては
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汎用計算機が使われることが多いと考えられ， その場合，

IEEE802. 6ならば接続が容易である．

図7. 4にAINにおけるサ ー ビスの作成と実行を示

す． サー ビスの作成は， SMSを用いて行われる． SM

Sにはサ ー ビスを作成するための支援ソフトウェアが整

っているので， キャリア（電気通信事業者）のオペレ ー

タが一 般向けのサ ー ビスを作成するのはもちろんのこと，

カスタマが自分専用のサ ー ビスを自分自身で作成するこ

ともできる． オベレ ー タやカスタマがグラフィックツ ー

ルなどのマンマシンインタフェ ースを用いてサ ー ビスを

記述すると， それはサ ー ビス仕様記述言語に変換され，

さらにコンバイルされる． コンパイルの結果できたもの

がサ ー ビスシナリオである． サ ー ビスシナリオは， バケ

ット網を通じてSCPに送られ， ダウンロ ー ドされる．

SMSでは， SCPから送られてくる課金やトラヒック

デ ー タなどの運用情報管理も行う．

SCPにダウンロ ー ドされたサ ー ビスシナリオは， 機

能要素（Func ti onal Component, F C)のシ ーケンスと

なっている． そのサ ー ビスが呼ばれると， サービスシナ

リオがサ ー ビスロジック実行環境に取り込まれる． サ ー

ビスロジック実行環境では， サ ー ビス分析が行われ， 機

能要素が次々と実行される． また， サ ー ビスロジック実

行環境では， 課金やトラヒックデ ー タなどの運用情報処

理を行い， パケット網を通じてSMSに送る． サ ー ビス

ロジック実行環境の内部処理は， 機種ごとに異なってい

てもよいが， 外部とのインタフェ ースは統 一する必要が

ある． そのため， サ ー ビスシナリオは， UNIXのC言

語をベ ースにしている．

7. 4 日本のインテリジェントネットワ ー ク
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7. 4. l 現在のI Nア ー キテクチャ

日本のインテリジェントネットワ ークは， 通信網にお

いて高度サービスを実現しよう という純粋な発想から生

まれたといってよい． 日本も米国と同様に複数の電気通

信事業者が存在するが， NTTが圧倒的なシェアをも っ

ている． 従って， インテリジェントネットワ ークは， と

りあえず， NTTの網の中だけで構築することができる．

また， NTT しこ納人している交換機メ ー カ ー も複数社あ

るが， NTTが使用している交換機の大部分は， NTT

が中心になって開発したものであり， 同じ機種の交換機

を複数のメ ー カ ー がそれぞれ製造して納入するという体

制になっている． 従って， NTT 自身が十分な技術をも

っており， また， 複数メ ー カ ーの交換機を使用している

こともなんら支障にはならない．

図 7. 5 にNTTの現在の INア ー キテクチャを示す

(8) ． 網サービス制御局 (NSP) は， IN/1 のSC

Pに相当し， 網サービス統括局（NSSP) は， IN/

1 のSMSに相当する． 図の伝達層は， 分かり易いよう

に ， ディジタル網のみ描いてある． アナログ網とディジ

タル網は， 加入者線交換機同士がつながれており， アナ

ログ網から インテリジェントネットワ ークにアクセスす

るときは， その経路が使われる．

NTTでは， 図 7. 5 のネットワ ークを用いて， 既に，

フリ ーダイヤル（着信課金）， でんわ会議， ダイヤルQ 2

（情報料代行徴収） ， 柔軟課金， ファクシミリ通信サ ー

ビス， 伝言ダイヤル（音声メ ー ル） などのサービスを実

施している．

7. 4. 2 次世代 INア ー キテクチャ

NTTは，前項で述べたような開発環境の特徴を活か

して， サー ビスの高度化およびその迅速な導入， システ

ムやソフトウェアの維持管理や機能追加の容易化を可能
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とする I N ア ー キテクチャを目指している．

図7. 6にNTTの次世代INア ー キテクチャを示す
(9), (10) • ネットワ ークア ー キテクチャは， 現在の I N

ア ー キテクチャとほぼ同じである． 異なるところは，N

SSP と NSP の間の情報転送で用いる網， および高機

能層と伝達層の間の情報転送で用いる網を， バケット網

や共通線信号網に限定せず，より一 般的に制御情報転送

網としているところである． アクセスノ ー ド， 中継ノ ー

ドは， それぞれ，加入者線交換機， 中継線交換機に相当

するが，交換機よりはもう少し広い意味をもたせている．

サ ー ビスの作成と実行の仕方は， AINと同様である．

次世代INア ー キテクチャでは，ノ ー ド内のア ー キテ

クチャをシステムア ー キテクチャとして，図のようにモ

ジュ ール化してある． また，ノ ー ド間インタフェ ー ス，

モジュ ール間インタフェ ースを標準化する． これは，事

業者やメ ー カ ー のマルチベンダ環墳化も考慮したもので

ある．

日本が米国のようなマルチベンダ環境になるかどうか

は分からないが，現在よりはマルチベンダ環境が進展し

ていくであろう． さしあたって，NTTしこ事業部制を導

入して長距離通信事業部と各地域通信事業部に分け，長

距離通信事業部と長距耀系新事業者との競争を図ること

になっているが，これが一 つの契機となろう． 高度サ ー

ビスは， 今後，電気通信事業者の収益の柱になると考え

られるので，新事業者も早急に実施したい意向をもって

いる． NTT長距離通信事業部と長距離系新事業者との

競争を図るのが至上命題ならば，高度サ ー ビスも両者の

間で競争させねばならない． しかし，高度サ ー ビスで使

われるデ ー タベー スの情報の大半は，地域通信事業部で

得られるものである． 従って，NTTが一 つならば比較

的容易に導入できる高度サ ー ビスも，事業部制の導入で

新たな技術上の問題が生じ，やがては米国のようになる
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可能性もある．
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表7. 1 インテリジェントネットワ ー クのサ ー ビスの例（その1)

分 類 I サ ー ビス名称

接続系 1 個人番号

全国共通番号

宛先分配

広域代表番号

サ ー ビス内容

個人に番号を与えておき，その番号をダイヤルすると，その
人がどこにいても最寄りの電話機に着信する．

全国共通の番号をダイヤルすると，発信者の最寄りの支店に
着信する．

あらかじめ指定された着信率に従って，着信先を分配する．

代表親加入者（本店）が話中の場合，あらかじめ指定された別
地域の加入者（支店）に接続する．

代表優先順位指定1代表群内の選択順位を指定する．

ACD代表選択 I 代表群内の選択をACD（負荷均等）アルゴリズムにより行う．

時刻指定着信案内 I 営業時間外などの着信に対し音声応答装置でその旨通知する．

着信先変更 I 夜間や休日などの着信先を変更する．

着信代理応答 I 着信加入者に代わって電話会社が応答する．

発信者識別転送 I 着信加入者が発信者を識別して他へ転送する．

話中応答遅延転送 1話中時に一定時間内にフッキングして切り替えない場合，転
送する．

待ち行列サ ー ビス 1話中時の着信に対し，音声応答装置が何番目の待合せ呼であ
るかを告げると同時に，後程呼び返す必要があるかを尋ね，
その要求がある場合，待合せ順に呼び返す．

マスコ ーリングかビス 1テレホンサ ー ビスやチケット予約サ ー ビスなどで，特定の番
号に大量の呼が集中した場合，テレホンサ ービスの音源やビ
ジー メッセ ー ジの音源を中継局へ分散供給し，そこで接続す
ることによって，着信階梯での輻躾を防ぐ．



表7. 1 インテリジェントネットワ ークのサ ー ビスの例（その2)

分 類 サ ー ビス名称 サ ー ビス内容

接続系 広岐キャンプオン 相手話中時に相手話中を監視し，空きになりしだい接続する

識別着信拒否 識別リストに電話番号を登録することにより，当該電話番号

からの着信を拒否する．

可変呼出音 識別リストに電話番号を登録することにより，当該電話番号

からの着信の呼出ベル音を通常と異なるものにする．

自動呼出 最後の着信呼に対し，自動的に着信側から発信する．

閉域接続 閉域グル ープを組み，グル ープ外からの着信を規制する．

選択コ ールウェイティ氾グ グル ー プ外の呼のみ待たせる．

広域セントレックス 直通ダイヤルの構内交換機とみなせるセントレックスサ ー ビ

スを，広域で実現する．

仮想専用網 公衆交換網の設備を利用して，特定の利用者専用の回線と変

わりないサ ー ビスを行う．

ホットライン オフフックと同時にあらかじめ登録してある相手に接続する

ウォ ー ムライン オフフック後一定時間内にダイヤルしない場合，あらかじめ

登録してある相手に接続する．

N者会議 会議進行制御なども可能な3者以上の会議接続を行う．

処理系 電子番号案内 キ ー ポ ー ドや音声の入力により電話番号を調べ，更に，必要

ならば接続する．

運用情報提供 認められる範囲で，加人者別トラヒックなどのデ ー タを加入

者の指示で収集する．

デ ー タベース参照 通話中，デ ー タベースを参照する．



表7. 1 インテリジェントネットワ ークのサ ー ビスの例（その3)

分 類 サ ー ビス名称 サ ー ビス内容

処理系 アンケ ート集計 自動的に加入者に電話をかけてアンケ ートの趣旨を説明し，

回答を音声またはプッシュポタンで入力してもらい，結果を

集計する．

電子メール コ ー ド情報を蓄積交換によって着信者の最寄りのメッセ ージ

ポックスがある局まで送り，着信者に適宜の時刻に読み出し

てもらう．

音声メール 音声情報を蓄積交換によって着信者の最寄りのメッセ ージポッ

クスがある局まで送り，着信者に適宜の時刻に聞いてもらう

メディア変換 音声，コ ー ド情報，ファクシミリなどの間の変換を，音声認

識・合成，文字認識・合成などの技術により行う．

プロトコル変換 計算機間通信などで互いのプロトコルが異なる場合，その変

換を行う．

フォ ー マット変換 帳票のやり取りなどで互いのフォ ーマットが異なる場合，そ

の変換を行う．

課金系 着信課金 カスタマに着信する呼の通話料金をカスタマに課する． 受け

付ける時間帯や地域をカスタマが指定することもできる．

第三者課金 通話料金を通話者が指定する第三者に課する．

発着分割課金 通話料金を発信者と着信者に指定比率で分割して課する．

クしジットカー ド通話 通話料金をクレジットカー ドに課する．

課金情報通知 通話料金を呼の終了時に通知する．

情報料代行徴収 電話による情報提供に関し，本来，情報提供業者が利用者に

対して行うべき情報料金の請求を，電気通信事業者が情報提

供業者に代わって行い，通話料金と合わせて徴収する．
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